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とうきょうジャーミイ きんようれいはい の ホトバ 
2025ねん 9 がつ 19 にち 

わたしたち の よげんしゃ と かぞくかん の りんり 

そんけい すべき ムスリム の みなさま！ 
ホトバ の ぼうとう に ろうどく した の は、ぜんのう の しゅ が つげられた つぎ の しょうく です。「あなたがた の ため に、あなたがた 
じしん の なか から その はんりょ を そうぞう し、いこい を える よう に し、あなたがた の あいだ に しんあい と じひ を あらし
めた こと も ごしるし の ひとつ。ほんとう に その なか に は、かえりみる たみ への みしるし が ある。」1 この みことば が しめす 
よう に、かぞく と は、あい と そんけい、おもいやり と じひ の せいいき な の です。 
しんあい なる しんこうしゃ の みなさま！ 
わたしたち は、よげんしゃ (saw) から かぞくせいかつ の りんり の うつくしさ と けだかさ を まなびました。アッラー の しと (saw) は、
かぞく に たいして つね に やさしく しんせつ でした。その ことば も おこない も、すべて が やさしさ に みちて いました。かぞく の だれ
か の こころ を きずつけたり、きびしい ことば を なげかけたり する こと は けっして ありません でした。 アッラー の しと (saw) は、こう
ぜん と つま ハディージャ への あい を かたり、こう いわれました。「わたし は かのじょ の あい に よって ささえられていた の です。」
2 さらに 「アッラー の およろこび を もとめて かぞく の ため に ついやした あらゆる もの は、かならずや むくわれる だろう」3 との 
ハディース を とおして、かぞく の ため に ささげられた すべて の ぎせい を、アッラー の およろこび を える ため の ぜんこう と された 
の です。 
しんあい なる ムスリム の みなさま！ 
きょう、かぞく という せいど は、グローバル な ロビーしゅうだん や りえきしゅうだん、そして ていこくしゅぎてき な せいりょく に よって、    
れきしじょう かつて ない こうげき に さらされて います。こうした あしき せいりょく は、かぞく の きずな を よわめ、せだい から        
アイデンティティ と じんかく を うばい、その かく と なる かちかん から きりはなそう と しています。この よう な じょうきょう に おいて、  
かぞく を きずき、まもり、つよめる こと は、たんなる こじん の せきにん では ありません。しんこう と りょうしん、そして りせい を もつ   
すべて の ひと に とって、しゅうきょうてき、どうとくてき、そして にんげんてき な ぎむ な の です。じっさい に、ホトバ の ぼうとう で ろうどく 
した ハディース の なか で、よげんしゃ (saw) は こう かたっています。「かぞく に たいする せきにん を おこたる こと ―― それ だけ 
で、ひと に とって じゅうぶん に つみ で ある。」4 
しんあい なる しんこうしゃ の みなさま！ 
かぞく の かちかん が そこなわれている いま、わたしたち に は かぞく の かち を あらためて にんしき する ぎむ が あります。かぞく と 
は、ちじょう の らくえん で あり、けんご な とりで で あり、そして さいご の ひなんじょ な の です。かぞくせいかつ に おいて は、アッラー 
が さだめられた ハラール と ハラーム の きょうかい を まもり、よげんしゃ (saw) の もはんてき な じんかく に したがわねば なりません。
ぜんのう なる しゅ の、「あなた の かぞく に れいはい を めいじ、あなた じしん も よく たえなさい」5 という ごめいれい に したがい、  
かぞく の あいだ に すうはい の いしき を ねづかせる こと が わたしたち の ぎむ です。それ は、かぞく の きばん と なる けっこん を 
うながし、わかもの に けっこん を しょうれい する こと です。それ は、かぞく と すごすべき きちょう な じかん を、テレビ や          
けいたいでんわ の まえ で ろうひ しない こと です。それ は、かぞく の たいわ を かっぱつ に たもち、かんじょうてき な ひつよう を   
ゆうせん する こと です。そして それ は、こどもたち から かぞく の あたたかさ や あいじょう、そして かんしん を うばわない こと       
な の です。 
こんしゅう の ホトバ を、アッラー の しと (saw) の いのり を もって むすびます。 
「アッラー、ばんぶつ の しゅ よ！ わたし と かぞく を、このよ と らいせ に おいて、こころ から あなた に けんしん する もの の 
れつ に くわえて ください。」6 

 
1 Rum, 30/21. 
2 Muslim, Fadha’il al-Sahaba, 75. 
3 Bukhari, Jana’iz, 36; Muslim, Zakat, 48. 
4 Abu Dawud, Zakat, 45. 
5 Ta-Ha, 20/132. 
6 Abu Dawud, Witr, 25. 


